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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向して配置された一対の基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表
示画素からなる表示部と、を備え、
　前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、
　前記一対の基板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電
極と、第１方向に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように
前記第１方向と略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、前記複数の画素電極のそれ
ぞれに対応して前記走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチ
と、を備え、
　前記第１方向に並ぶ複数の表示画素に供給する信号の極性を１表示画素毎に反転すると
ともに、前記画素スイッチを介して前記信号線から複数の表示画素に供給する信号の極性
を、共通の信号線に接続され前記共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎
に反転するように前記複数の走査線および前記複数の信号線を駆動する駆動手段と、前記
駆動手段の一出力端子から出力された出力信号を、２以上の信号線に時間的に振り分ける
選択手段と、前記駆動手段および前記選択手段の動作を制御する制御手段と、を備え、
　前記選択手段は、同一種類の色表示画素であって、同一極性の信号が供給される複数の
表示画素に、前記一出力端子からの出力信号を振り分けるように構成され、
　前記制御手段は、１水平期間において、前記２以上の信号線のうちの少なくとも一方に
同一の信号が２回以上供給されるように前記駆動手段および前記選択手段を制御する選択
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駆動制御手段を備え、
　前記複数の画素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線と前記画素ス
イッチを介して接続された液晶表示装置。
【請求項２】
　対向して配置された一対の基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表
示画素からなる表示部と、を備え、
　前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、
　前記一対の基板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電
極と、第１方向に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように
前記第１方向と略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、前記複数の画素電極のそれ
ぞれに対応して前記走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチ
と、を備え、
　前記第１方向に並ぶ複数の表示画素に供給する信号の極性を１表示画素毎に反転すると
ともに、前記画素スイッチを介して前記信号線から複数の表示画素に供給する信号の極性
を、共通の信号線に接続され前記共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎
に反転するように前記複数の走査線および前記複数の信号線を駆動する駆動手段と、前記
駆動手段の出力端子から出力された出力信号を、２以上の信号線に時間的に振り分ける選
択手段と、前記駆動手段と前記選択手段とを制御する制御手段と、を備え、
　前記選択手段は、前記複数種類の色表示画素の同一極性の信号が供給される表示画素に
、前記出力端子からの出力信号を振り分けるように構成され、
　前記制御手段は、１水平期間の第１期間において前記表示画素にリセット信号を振り分
けるとともに、前記１水平期間の第２期間において前記表示画素に映像信号を供給するよ
うに前記駆動手段および前記選択手段を制御する選択駆動制御手段を備え、
　前記複数の画素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線と前記画素ス
イッチを介して接続された液晶表示装置。
【請求項３】
　対向して配置された一対の基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表
示画素からなる表示部と、を備え、
　前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、
　前記一対の基板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電
極と、第１方向に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように
前記第１方向と略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、複数の画素電極のそれぞれ
に対応して前記走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、
複数の信号線を駆動する信号線駆動手段の出力端子から出力された出力信号を、同一種類
の色表示画素であって、同一極性の信号が供給される表示画素に信号を供給する複数の信
号線に振り分ける選択手段と、を備え、
　前記複数の信号線は第１スイッチを介して前記出力端子と接続された第１信号線と、第
２スイッチを介して前記出力端子と接続された第２信号線と、第３スイッチを介して前記
出力端子と接続された第３信号線と、を備え、
　前記複数の画素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線に前記画素ス
イッチを介して接続された液晶表示装置の駆動方法であって、
　複数の走査線を駆動する走査線駆動手段を制御して、前記複数の走査線を順次駆動させ
、駆動された走査線により画素スイッチを導通させるステップと、
　前記信号線駆動手段を制御して、前記画素スイッチを介して、前記複数の信号線から画
素電極に信号を書き込む信号書き込みステップと、
　前記選択手段を制御して、１フレーム期間において、前記第１スイッチ、前記第２スイ
ッチ、および前記第３スイッチを導通させるステップと、
　前記第２スイッチおよび前記第３スイッチを導通させた状態とし、前記第１スイッチを
非導通とするステップと、
　前記第３スイッチを導通させた状態とし、前記第１スイッチおよび前記第２スイッチを
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非導通とするステップと、
　前記第１スイッチ、前記第２スイッチ、および前記第３スイッチを非導通とするステッ
プと、を備え、
　前記信号書き込みステップは、前記画素電極に書き込む信号の極性を、前記第１方向に
並ぶ複数の表示画素の１表示画素毎に反転するとともに、共通の信号線に接続され前記共
通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎に反転する極性反転ステップを備え
る液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　対向して配置された一対の基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表
示画素からなる表示部と、を備え、
　前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、
　前記一対の基板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電
極と、第１方向に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように
前記第１方向と略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、複数の画素電極のそれぞれ
に対応して前記走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、
複数の信号線を駆動する信号線駆動手段の出力端子から出力された出力信号を、複数種類
の色表示画素であって、同一極性の信号が供給される表示画素に信号を供給する複数の信
号線に振り分ける選択手段と、を備え、
　前記複数の信号線は第１スイッチを介して前記出力端子と接続された第１信号線と、第
２スイッチを介して前記出力端子と接続された第２信号線と、第３スイッチを介して前記
出力端子と接続された第３信号線と、を備え、
　前記複数の画素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線に前記画素ス
イッチを介して接続された液晶表示装置の駆動方法であって、
　複数の走査線を駆動する走査線駆動手段を制御して、前記複数の走査線を順次駆動させ
、駆動された走査線により画素スイッチを導通させるステップと、
　前記信号線駆動手段を制御して、前記画素スイッチを介して、前記複数の信号線から画
素電極に信号を書き込む信号書き込みステップと、
　前記選択手段を制御して、１水平期間の第１期間において前記第１スイッチ、前記第２
スイッチ、および前記第３スイッチを導通させ、前記出力端子から前記複数の信号線にリ
セット信号を供給させるステップと、
　１水平期間の第２期間において、前記複数種類の信号線に一定の順に信号が振り分けら
れるように前記第１スイッチ、前記第２スイッチ、および前記第３スイッチを順次導通さ
せるステップと、を備え、
　前記信号書き込みステップは、前記画素電極に書き込む信号の極性を、前記第１方向に
並ぶ複数の表示画素の１表示画素毎に反転するとともに、共通の信号線に接続され前記共
通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎に反転する極性反転ステップを備え
る液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法に関し、特に、画素配列としてデ
ルタ配列を採用した液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、一対の基板と、この一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表示
画素からなる表示部とを備えている。カラー表示タイプの液晶表示装置の場合、複数の表
示画素は複数種類の色表示画素から構成される。
【０００３】
　複数の表示画素が、例えば、赤色を表示する赤表示画素と、緑色を表示する緑表示画素
と、青色を表示する青色表示画素とから構成される場合、赤表示画素と緑表示画素と青表
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示画素とを色毎に並べてストライプ状に配置する場合がある。
【０００４】
　表示画素を色毎のストライプ状に配置する場合、ストライプ状のラインが延びる方向と
略平行な表示部の端に配置される表示画素は、同一色の表示画素となる。そのため、表示
部の端に単一色のラインが視認されることがあった。また、ストライプ状に並ぶ表示画素
のライン間の領域が視認されることがあった。
【０００５】
　他に、隣接する行に配置された各色表示画素を行方向に１．５画素だけずらして配置す
る画素配列（以下、デルタ配列という）が提案されている（例えば特許文献１参照）。表
示画素をデルタ配列で配置すると、表示部の端に同一色の表示画素が並ぶことがないため
、表示部の端に単一色のラインが視認されることがなくなる。また、列方向に表示画素が
並ばないため、表示画素のエッジが直線状に視認されることなく、表示画像の品位を低下
することがなくなる。
【０００６】
　また、液晶表示装置では交番電界駆動を実施しており、フリッカ対策のため走査ライン
毎に液晶印加電圧の極性を反転させている。走査線毎の極性反転、または、信号線毎の極
性反転のいずれか一方だけでは、走査線が延びる方向または信号線が延びる方向に沿って
フリッカが見えることがあり、高画質液晶表示装置では、走査線毎と信号線毎との両方で
極性反転するドット反転駆動を採用することがある。
【０００７】
　一方、信号電圧振幅を低減する方法として、容量結合駆動（ＣＣ駆動）が提案されてい
る。容量結合駆動では、補助容量を通して、補助容量信号を画素電極に重畳することで所
定の電圧に到達させる。容量結合駆動を採用すると、補助容量と画素容量とを略等しくす
る場合、信号電圧振幅を概略半減できる。
【０００８】
　また、液晶表示装置では、動画を表示させた場合の表示ボケを防止するために、黒表示
に対応する信号を供給する駆動方法（黒挿入駆動方法）が知られている。また、選択駆動
を用いることで、ソースドライバ個数低減によるコスト削減、あるいは周辺配線面積縮小
による狭額縁化などの利点が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－１９４０１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　画素配列としてデルタ配列を採用した液晶表示装置においても、低消費電力化や狭額縁
化を実現するために、容量結合駆動（ＣＣ駆動）、容量結合ドット反転駆動（ＣＣＤＩ駆
動）、選択駆動、黒挿入駆動等を採用することが考えられる。
【００１１】
　しかしながら、上記文献に開示された画素配列をデルタ配列とした液晶表示装置では、
複数の表示画素に映像信号を供給するための信号線のパターンが複雑であって、上記の駆
動方法を適用して低消費電力化、狭額縁化等を実現することが困難であった。
【００１２】
　本発明は上記事情に鑑みて成されたものであって、良好な表示品位の液晶表示装置およ
びその駆動方法であって、低消費電力化および狭額縁化を実現するデルタ配列を採用した
液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１態様による液晶表示装置は、対向して配置された一対の基板と、前記一対
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の基板間に挟持された液晶層と、複数の表示画素からなる表示部と、を備え、前記複数の
表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、前記一対の基板の一方の
基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電極と、第１方向に延びる複
数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように前記第１方向と略直交する
第２方向に延びた複数の信号線と、前記複数の画素電極のそれぞれに対応して前記走査線
と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、を備え、前記第１方向
に並ぶ複数の表示画素に供給する信号の極性を１表示画素毎に反転するとともに、前記画
素スイッチを介して前記信号線から複数の表示画素に供給する信号の極性を、共通の信号
線に接続され前記共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎に反転するよう
に前記複数の走査線および前記複数の信号線を駆動する駆動手段と、前記駆動手段の一出
力端子から出力された出力信号を、２以上の信号線に時間的に振り分ける選択手段と、前
記駆動手段および前記選択手段の動作を制御する制御手段と、を備え、前記選択手段は、
同一種類の色表示画素であって、同一極性の信号が供給される複数の表示画素に、前記一
出力端子からの出力信号を振り分けるように構成され、前記制御手段は、１水平期間にお
いて、前記２以上の信号線のうちの少なくとも一方に同一の信号が２回以上供給されるよ
うに前記駆動手段および前記選択手段を制御する選択駆動制御手段を備え、前記複数の画
素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線と前記画素スイッチを介して
接続された液晶表示装置である。　
　また、本発明の他の態様による液晶表示装置は、対向して配置された一対の基板と、前
記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表示画素からなる表示部と、を備え、前記
複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、前記一対の基板の
一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電極と、第１方向に延
びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように前記第１方向と略直
交する第２方向に延びた複数の信号線と、前記複数の画素電極のそれぞれに対応して前記
走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、を備え、前記第
１方向に並ぶ複数の表示画素に供給する信号の極性を１表示画素毎に反転するとともに、
前記画素スイッチを介して前記信号線から複数の表示画素に供給する信号の極性を、共通
の信号線に接続され前記共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎に反転す
るように前記複数の走査線および前記複数の信号線を駆動する駆動手段と、前記駆動手段
の出力端子から出力された出力信号を、２以上の信号線に時間的に振り分ける選択手段と
、前記駆動手段と前記選択手段とを制御する制御手段と、を備え、前記選択手段は、前記
複数種類の色表示画素の同一極性の信号が供給される表示画素に、前記出力端子からの出
力信号を振り分けるように構成され、前記制御手段は、１水平期間の第１期間において前
記表示画素にリセット信号を振り分けるとともに、前記１水平期間の第２期間において前
記表示画素に映像信号を供給するように前記駆動手段および前記選択手段を制御する選択
駆動制御手段を備え、前記複数の画素電極は、前記第１方向における一方側に配置された
信号線と前記画素スイッチを介して接続された液晶表示装置である。
【００１４】
　本発明の第２態様による液晶表示装置の駆動方法は、対向して配置された一対の基板と
、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表示画素からなる表示部と、を備え、
前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、前記一対の基
板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電極と、第１方向
に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように前記第１方向と
略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、複数の画素電極のそれぞれに対応して前記
走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、複数の信号線を
駆動する信号線駆動手段の出力端子から出力された出力信号を、同一種類の色表示画素で
あって、同一極性の信号が供給される表示画素に信号を供給する複数の信号線に振り分け
る選択手段と、を備え、前記複数の信号線は第１スイッチを介して前記出力端子と接続さ
れた第１信号線と、第２スイッチを介して前記出力端子と接続された第２信号線と、第３
スイッチを介して前記出力端子と接続された第３信号線と、を備え、前記複数の画素電極
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は、前記第１方向における一方側に配置された信号線に前記画素スイッチを介して接続さ
れた液晶表示装置の駆動方法であって、複数の走査線を駆動する走査線駆動手段を制御し
て、前記複数の走査線を順次駆動させ、駆動された走査線により画素スイッチを導通させ
るステップと、前記信号線駆動手段を制御して、前記画素スイッチを介して、前記複数の
信号線から画素電極に信号を書き込む信号書き込みステップと、前記選択手段を制御して
、１フレーム期間において、前記第１スイッチ、前記第２スイッチ、および前記第３スイ
ッチを導通させるステップと、前記第２スイッチおよび前記第３スイッチを導通させた状
態とし、前記第１スイッチを非導通とするステップと、前記第３スイッチを導通させた状
態とし、前記第１スイッチおよび前記第２スイッチを非導通とするステップと、前記第１
スイッチ、前記第２スイッチ、および前記第３スイッチを非導通とするステップと、を備
え、前記信号書き込みステップは、前記画素電極に書き込む信号の極性を、前記第１方向
に並ぶ複数の表示画素の１表示画素毎に反転するとともに、共通の信号線に接続され前記
共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画素毎に反転する極性反転ステップを備
える。　
　また、本発明の他の態様による液晶表示装置の駆動方法は、対向して配置された一対の
基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、複数の表示画素からなる表示部と、を
備え、前記複数の表示画素はデルタ配列であって、複数種類の色表示画素を含み、前記一
対の基板の一方の基板は、複数の表示画素のそれぞれに配置された複数の画素電極と、第
１方向に延びる複数の走査線と、前記複数の画素電極間の領域を蛇行するように前記第１
方向と略直交する第２方向に延びた複数の信号線と、複数の画素電極のそれぞれに対応し
て前記走査線と前記信号線とが交差する位置近傍に配置された画素スイッチと、複数の信
号線を駆動する信号線駆動手段の出力端子から出力された出力信号を、複数種類の色表示
画素であって、同一極性の信号が供給される表示画素に信号を供給する複数の信号線に振
り分ける選択手段と、を備え、前記複数の信号線は第１スイッチを介して前記出力端子と
接続された第１信号線と、第２スイッチを介して前記出力端子と接続された第２信号線と
、第３スイッチを介して前記出力端子と接続された第３信号線と、を備え、前記複数の画
素電極は、前記第１方向における一方側に配置された信号線に前記画素スイッチを介して
接続された液晶表示装置の駆動方法であって、複数の走査線を駆動する走査線駆動手段を
制御して、前記複数の走査線を順次駆動させ、駆動された走査線により画素スイッチを導
通させるステップと、前記信号線駆動手段を制御して、前記画素スイッチを介して、前記
複数の信号線から画素電極に信号を書き込む信号書き込みステップと、前記選択手段を制
御して、１水平期間の第１期間において前記第１スイッチ、前記第２スイッチ、および前
記第３スイッチを導通させ、前記出力端子から前記複数の信号線にリセット信号を供給さ
せるステップと、１水平期間の第２期間において、前記複数種類の信号線に一定の順に信
号が振り分けられるように前記第１スイッチ、前記第２スイッチ、および前記第３スイッ
チを順次導通させるステップと、を備え、前記信号書き込みステップは、前記画素電極に
書き込む信号の極性を、前記第１方向に並ぶ複数の表示画素の１表示画素毎に反転すると
ともに、共通の信号線に接続され前記共通の信号線に沿って隣接して並ぶ２以上の表示画
素毎に反転する極性反転ステップを備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、良好な表示品位の液晶表示装置およびその駆動方法であって、低消費
電力化および狭額縁化を実現するデルタ配列を採用した液晶表示装置および液晶表示装置
の駆動方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置の構成の一例を概略的に示す図である
。
【図２】ＣＣ駆動を行った際の効果を説明するための図である。
【図３】画素配列としてデルタ配列を採用したときの信号線パターンの一例を説明するた
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めの図である。
【図４】画素配列としてデルタ配列を採用したときの信号線パターンの他の例を説明する
ための図である。
【図５】図４に示す信号線パターンで画素電極に映像信号を供給する場合の交番電界駆動
の一例について説明するための図である。
【図６】図４に示す信号線パターンで画素電極に映像信号を供給する場合の交番電界駆動
の他の例について説明するための図である。
【図７】図６に示すように交番電界駆動を行い、かつ、ＣＣ駆動を行う場合の表示部の一
構成例を説明するための図である。
【図８】図７に示すように画素電極に補助容量を結合させた場合の駆動方法の一例を説明
するためのタイミングチャート。
【図９】図６に示すように交番電界駆動を行い、かつ、ＣＣ駆動を行う場合の表示部の他
の構成例を説明するための図である。
【図１０】図９に示すように画素電極に補助容量を結合させた場合の駆動方法の一例を説
明するためのタイミングチャートである。
【図１１】図６に示すように交番電界駆動を行い、かつ、選択駆動を行う場合の表示部お
よび選択手段の一構成例を説明するための図である。
【図１２】図１１に示すように選択駆動を行う場合の駆動方法の一例を説明するためのタ
イミングチャートである。
【図１３】図６に示すように交番電界駆動を行い、かつ、選択駆動を行う場合の表示部お
よび選択手段の他の構成例を説明するための図である。
【図１４】図１３に示すように選択駆動を行う場合の駆動方法の一例を説明するためのタ
イミングチャートである。
【図１５】図１３に示すように選択駆動を行う場合の、走査線の駆動波形の一例について
説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第1実施形態に係る液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法につい
て、詳細に説明する。図１に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置は複数の表示画
素ＰＸからなる表示部ＤＹＰを備えた液晶表示パネルＰＮＬと、液晶表示パネルＰＮＬの
表示部ＤＹＰを照明するように配置されたバックライトＢＬと、液晶表示パネルＰＮＬと
バックライトＢＬとを制御する制御回路ＣＴＲと、を備えている。
【００１８】
　液晶表示パネルＰＮＬは一対の基板、すなわち、アレイ基板（図示せず）および対向基
板（図示せず）と、アレイ基板および対向基板間に挟持された液晶層（図示せず）と、を
有している。本実施形態に係る液晶表示装置では、画素配列としてデルタ配列を採用して
いる。
【００１９】
　本実施形態に係る液晶表示装置はカラー表示タイプの液晶表示装置であって、複数の表
示画素ＰＸは、複数の色表示画素を含んでいる。図１に示す液晶表示装置は、赤色を表示
する赤色表示画素ＰＸＲ、緑色を表示する緑色表示画素ＰＸＧ、および、青色を表示する
青色表示画素ＰＸＢを含む。
【００２０】
　複数の表示画素ＰＸは、第１方向Ｄ１に並ぶ複数の色表示画素からなる画素行を含んで
いる。各画素行において、複数の色表示画素は所定の順に並んで配置されている。隣接す
る画素行に配置された各色表示画素は、行方向（第１方向Ｄ１）に１．５画素だけずらし
て配置されている。
【００２１】
　アレイ基板は、例えばガラス等の透明絶縁基板を有している。この透明絶縁基板上には
、各表示画素ＰＸに対応する複数の画素電極ＰＥが配置されている。さらに、アレイ基板
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は、複数の画素電極ＰＥが配列する行に沿って配置された複数の走査線Ｇ（Ｇ１～Ｇｍ）
、複数の画素電極ＰＥ間を蛇行するように第２方向Ｄ２に延びる複数の信号線Ｓ（Ｓ１～
Ｓｎ）、走査線Ｇと略平行に延びる補助容量線Ｃｓ（Ｃｓ０～Ｃｓｍ－１）および、これ
ら走査線Ｇおよび信号線Ｓの交差位置近傍に配置された複数の画素スイッチＳＷ０を有し
ている。
【００２２】
　各画素スイッチＳＷ０は、例えば、スイッチング素子として薄膜トランジスタを含む。
画素スイッチＳＷ０のゲートが走査線Ｇに接続され、ソース－ドレインパスが信号線Ｓお
よび画素電極ＰＥ間に接続されている。各画素スイッチＳＷ０は、各々対応走査線Ｇを介
して駆動されたときに対応信号線Ｓおよび対応画素電極ＰＥ間で導通する。
【００２３】
　液晶表示パネルＰＮＬは、さらに複数の画素スイッチＳＷ０を行単位に導通させるよう
に複数の走査線Ｇ１～Ｇｍを順次駆動するゲートドライバＧＤ、各行の画素スイッチＳＷ
０が対応走査線Ｇの駆動によって導通する期間において映像信号あるいは非映像信号を複
数の信号線Ｓ１～Ｓｎにそれぞれ出力するソースドライバＳＤ、複数の補助容量線Ｃｓ０
～Ｃｓｍ－１を駆動するＣｓドライバＣｓＤ、および、ソースドライバＳＤから出力され
た信号を複数の信号線に振り分ける選択回路ＭＰＸを備えている。
【００２４】
　ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤ、およびＣｓドライバＣｓＤは、外付けのＩ
Ｃ形状にする場合や、アレイ基板上に内蔵回路として造りこむ場合がある。本実施形態に
係る液晶表示装置では、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤ、および選択回路ＭＰ
Ｘは、表示部ＤＹＰの周囲に配置され、制御回路ＣＴＲにより制御される。
【００２５】
　対向基板２は、例えば、ガラス等の透明絶縁基板上に配置された赤、緑、青の着色層か
らなるカラーフィルタ（図示せず）、および複数の画素電極ＰＥに対向してカラーフィル
タ上に配置される対向電極（図示せず）等を有している。
【００２６】
　各画素電極ＰＥおよび対向電極は、例えばＩＴＯ等の透明電極材料からなるとともに、
互いに平行な方向にラビング処理される配向膜（図示せず）でそれぞれ覆われている。各
画素電極ＰＥおよび対向電極は、画素電極ＰＥおよび対向電極からの電界に対応した液晶
分子配列に制御される液晶層の一部である画素領域と共に表示画素ＰＸを構成する。
【００２７】
　複数の色表示画素は、それぞれに配置された着色層の色に応じて分類される。赤色表示
画素ＰＸＲは赤の着色層を含む。緑色表示画素ＰＸＧは緑の着色層を含む。青色表示画素
ＰＸＢは青の着色層を含む。
【００２８】
　複数の表示画素ＰＸは各々画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥ間に保持される液晶層によ
って構成される液晶容量（図示せず）を有する。液晶容量は、液晶材料の比誘電率、画素
電極面積、液晶セルギャップによって決まる。
【００２９】
　ソースドライバＳＤによって信号線Ｓに印加された電圧（以下、ソース電圧という）は
、対応する画素スイッチＳＷ０を介して選択行の表示画素ＰＸの画素電極ＰＥに印加され
る。画素電極ＰＥに印加された電圧（画素電位）と対向電極ＣＥに印加された対向電圧Ｖ
ｃｏｍとの電位差が液晶容量保持される。
【００３０】
　また、絶縁膜を介して積層される画素電極ＰＥの一部と、走査線Ｇと略平行に延びるよ
うに配置された補助容量線Ｃｓ（Ｃｓ０～Ｃｓｍ－１）とによって、補助容量Ｃｓｔが構
成される。画素電極ＰＥへの信号書き込み後の保持期間において、補助容量Ｃｓｔは液晶
容量に結合される。
【００３１】
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　制御回路ＣＴＲは、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づいて発生される制御
信号ＣＴＧをゲートドライバＧＤに出力し、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基
づいて発生される制御信号ＣＴＳ、および外部信号源ＳＳから入力される映像信号または
黒挿入用の逆転移防止信号をソースドライバＳＤに出力する。さらに、制御回路ＣＴＲは
、対向電極に印加される対向電圧Ｖｃｏｍを対向基板の対向電極に対して出力する。
【００３２】
　ソースドライバＳＤは、並列的に複数の映像信号あるいは逆転移防止信号を出力する。
ソースドライバＳＤから出力された信号は、選択回路ＭＰＸによって信号線Ｓ１～Ｓｎに
振り分けられる。
【００３３】
　選択回路ＭＰＸは、第１制御信号ＡＳＷ１によりオン／オフを制御される第１スイッチ
ＳＷ１、第２制御信号ＡＳＷ２によりオン／オフを制御される第２スイッチＳＷ２、およ
び、第３制御信号ＡＳＷ３によりオン／オフを制御される第３スイッチＳＷ３を備えてい
る。ソースドライバＳＤから出力された信号は、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ
２、および第３スイッチＳＷ３のいずれかを介して対応する信号線Ｓに供給される。
【００３４】
　本実施形態では、ＣＣＤＩ（容量結合ドット反転）駆動を採用している。ＣＣＤＩ駆動
は信号線Ｓから画素に書き込みを行った後に画素電位に容量結合カップリングによる重畳
電圧を与えて振幅増大効果を得るものである。
【００３５】
　具体的には、第１方向Ｄ１に延びる補助容量線Ｃｓと、補助容量線Ｃｓと画素電極ＰＥ
との間に形成された補助容量Ｃｓｔを用いて、ＣｓドライバＣｓＤから図２に示すような
電圧を印加して動作させる。
【００３６】
　走査線Ｇを選択直後に補助容量線Ｃｓの電位を、例えば、正極性側電位Ｖｃ（＋）から
負極性側電位Ｖｃ（－）に、あるいは、負極性側電位Ｖｃ（－）から正極性側電位Ｖｃ（
＋）に変化させることで画素電極ＰＥに補助容量を介したカップリング電圧が印加され、
信号線Ｓから画素電極ＰＥに与える信号電圧のレンジ（映像信号振幅）よりも大きな画素
保持電圧振幅を得ることができる。
【００３７】
　これにより電圧振幅の小さなソースドライバＳＤを用いることができ、ドライバコスト
削減、および消費電力の低減というメリットが得られる。なお、共通の走査線Ｇにより選
択される表示画素ＰＸについて、その補助容量Ｃｓｔを接続する先の補助容量線Ｃｓを、
紙面に向かって画素電極ＰＥの上側、あるいは下側の補助容量線Ｃｓのいずれか一方に統
一した場合、画素電極ＰＥに重畳される電圧の極性は、１行全体にわたって同一極性とな
る。従って、ドット反転のように共通の走査線Ｇにより選択される表示画素ＰＸの行内で
正負両極性が混在するような場合には対応できない。
【００３８】
　ドット反転駆動にも対応できるようにするには、補助容量Ｃｓｔが接続された補助容量
線Ｃｓを、例えば正極性の信号が供給される画素電極ＰＥに対しては上側の補助容量線Ｃ
ｓとの間に補助容量Ｃｓｔを形成し、負極性の信号が供給される画素電極ＰＥに対しては
下側の補助容量線Ｃｓとの間に補助容量Ｃｓｔを形成する。
【００３９】
　したがって、図１に示す液晶表示装置でも、共通の走査線Ｇにより選択される表示画素
ＰＸには、上側の補助容量線Ｃｓと画素電極ＰＥとの間に補助容量Ｃｓｔが形成される表
示画素ＰＸと、下側の補助容量線Ｃｓと画素電極ＰＥとの間に補助容量Ｃｓｔが形成され
る表示画素ＰＸとが混在している。このようにドット反転駆動に対応したＣＣ（容量結合
）駆動を特にＣＣＤＩ（容量結合ドット反転）駆動と呼ぶ。
【００４０】
　一行全体が同一極性のＣＣ駆動（ライン反転、あるいはフレーム反転駆動）では信号線
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Ｓから対向電極や補助容量線Ｃｓ等へのカップリングに起因して横クロストークが発生す
る課題があったが、ＣＣＤＩ駆動では正負極性が混在するのでカップリングが正負極性で
相殺され、横クロストークが改善できるという利点が得られる。
【００４１】
　また、ライン反転駆動では対向電極電位がずれた場合などにラインフリッカが見えるこ
とがあるが、ドット反転では対向電極電位がずれてもラインフリッカが見えにくいという
メリットもある。
【００４２】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、選択回路ＭＰＸを用いた選択駆動を採用している
。選択回路ＭＰＸはマルチプレクサを備えている。選択駆動は、ソースドライバＳＤの１
出力端子ＳＳ（図１１および図１３に示す）からの出力信号を、複数の信号線Ｓに時分割
的に振り分けるものである。
【００４３】
　図１の選択回路ＭＰＸにおいては、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳと各信号線Ｓと
の間に第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、および第３スイッチＳＷ３として薄膜
トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）を挿入し、制御回路ＣＴＲから選択回路
ＭＰＸに延びる制御信号配線ＡＳＷ（ＡＳＷ１～ＡＳＷ３）の電位により、ＴＦＴのオン
（導通）／オフ（非導通）を制御するようになっている。
【００４４】
　図1に示す液晶表示装置では、ソースドライバＳＤの１出力端子ＳＳから3本の信号線Ｓ
に振り分ける方式（3選択方式）を採用している。選択回路ＭＰＸによる選択駆動を用い
ることで、ソースドライバＳＤの個数低減によるコスト削減、あるいは表示部ＤＹＰの周
辺配線面積縮小による狭額縁化を実現することができる。
【００４５】
　以下、本実施形態に係る液晶表示装置についてさらに詳細に説明する。
【００４６】
　　まず、デルタ配列された表示画素ＰＸにおける画素スイッチＳＷ０の配置について説
明する。各信号線Ｓは、例えば図３に示すように同種の色表示画素に接続してもよい。例
えば信号線Ｓａは、画素スイッチＳＷ０を介して緑色表示画素ＰＸＧに接続される。この
場合、例えば緑色表示画素ＰＸＧＡと緑色表示画素ＰＸＧＢとに同極性の信号を供給する
場合、信号線Ｓａの充電に要する時間が短縮され書き込み不足が改善される。
【００４７】
　しかし、図３に示すように各信号線Ｓに同種の色表示画素を接続すると、寄生容量の大
きさの違いにより、例えば緑色表示画素ＰＸＧＡと緑色表示画素ＰＸＧＢとに保持される
電位の大きさが異なり、表示品位が低下することがある。
【００４８】
　すなわち、緑色表示画素ＰＸＧＡの画素電極ＰＥは、信号線Ｓａと信号線Ｓａ－１との
間に配置されている。走査線Ｇｂ－１が選択されているタイミングでは、信号線Ｓａ－１
には、隣に配置された赤色表示画素ＰＸＲの画素電極ＰＥに供給される信号が印加される
。このとき緑色表示画素ＰＸＧＡの画素電極ＰＥと信号線Ｓａ－１との間に容量が生じ、
この容量は画素容量に結合して保持される。同様に緑色表示画素ＰＸＧＢについても、画
素電極ＰＥと信号線Ｓａ＋１との間に容量が生じ、この容量は画素容量に結合して保持さ
れる。
【００４９】
　緑色表示画素ＰＸＧＡの画素容量に結合される寄生容量と、緑色表示画素ＰＸＧＢの画
素容量に結合される寄生容量との大きさが異なる場合、緑色表示画素ＰＸＧＡと緑色表示
画素ＰＸＧＢとに表示される画像が異なり、表示品位が低下することになる。すなわち、
偶数番目の行に配置された緑色表示画素ＰＸＧと、奇数番目の行に配置された緑色表示画
素ＰＸＧとの輝度が異なり、明暗の横スジが視認される場合がある。
【００５０】
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　図１に示す液晶表示装置では、上記のように表示品位が低下することを改善するために
、図４に示すように画素電極ＰＥと信号線Ｓとを接続する。例えば、信号線Ｓａには、赤
色表示画素ＰＸＲの画素電極ＰＥと青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥとが、画素スイッ
チＳＷ０を介して接続されている。
【００５１】
　例えば緑色表示画素ＰＸＧＡの画素電極ＰＥは、信号線Ｓａと信号線Ｓａ－１との間に
配置されている。走査線Ｇｂ－１が選択されているタイミングでは、信号線Ｓａには、隣
に配置された青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥに供給される信号が印加される。このと
き緑色表示画素ＰＸＧＡの画素電極ＰＥと信号線Ｓａとの間に容量が生じ、この容量は画
素容量に結合して保持される。
【００５２】
　同様に、緑色表示画素ＰＸＧＢの画素電極ＰＥは、信号線Ｓａ＋１と信号線Ｓａ＋２と
の間に配置されている。走査線Ｇｂが選択されているタイミングでは、信号線Ｓａ＋２に
は、隣に配置された青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥに供給される信号が印加される。
このとき緑色表示画素ＰＸＧＢの画素電極ＰＥと信号線Ｓａ＋２との間に容量が生じ、こ
の容量は画素容量に結合して保持される。
【００５３】
　したがって、緑色表示画素ＰＸＧＡの画素容量に結合される容量と、緑色表示画素ＰＸ
ＧＢの画素容量に結合される容量との大きさが略等しくなり、表示品位が低下することを
抑制することができる。
【００５４】
　次に、本実施形態に係る液晶表示装置において、各画素電極ＰＥに供給される信号の極
性について説明する。一般に、液晶に直流（ＤＣ）バイアスを長時間印加すると、液晶が
チャージアップして焼き付き等の課題が発生する。この焼き付き等を防ぐために、１フレ
ーム毎に液晶印加電圧の極性を反転させて交流化し、液晶に印加される電圧の直流成分平
均をほぼ０にしている。
【００５５】
　しかし、全画素電極ＰＥに供給する信号の極性を統一して極性反転させると（フレーム
反転駆動）、1フレーム毎に明暗の差が生じてフリッカが発生する。そこで、1行毎に極性
を反転させたり（ライン反転駆動）、1列毎に極性を反転させたり（カラム反転駆動）、
あるいは両者を組み合わせて市松状に極性を反転させたり（ドット反転駆動）している。
【００５６】
　このうち、ライン反転駆動およびドット反転駆動においては、保持期間に１Ｈ（１水平
周期）毎に信号線Ｓに供給する信号の極性を反転させるため、信号線電位のＤＣ平均値が
ほぼ０になり、画素電極ＰＥと信号線Ｓとの間に寄生容量（Ｃｓｄ）があっても画素電位
Ｖｄに余計なカップリング電圧を与えることなく、縦クロストーク等の不具合の発生が抑
制される。
【００５７】
　一方、フレーム反転駆動やカラム反転駆動では、保持期間の信号線電位の直流成分の平
均値が０ではなく、同一列の他行の表示に依存するため、寄生容量（Ｃｓｄ）があると画
素電極ＰＥの保持電位が同一列他行の表示の影響をうけることとなり、縦クロストーク等
が発生することがある。
【００５８】
　そこで、本実施形態に係る液晶表示装置では、極性反転方式としてドット反転駆動を採
用している。画素電極ＰＥに供給される信号の極性は、例えば図５に示すように、１水平
期間（１Ｈ）毎に画素電極ＰＥに供給する信号の極性を反転させる。
【００５９】
　したがって、第１方向Ｄ１において隣接して配置された画素電極ＰＥには、互いに異な
る極性の信号が供給されている。また、共通の信号線Ｓに接続された画素電極ＰＥには、
正極性の信号と負極性の信号とが交互に供給されている。
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【００６０】
　このように、同じ信号線Ｓに接続された画素電極ＰＥに、極性が反転した信号を交互に
供給すると、例えば信号線Ｓａに接続された青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥには、１
フレーム期間において同じ極性の信号が供給される。図４に示す場合では、信号線Ｓａに
接続された青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥには、正極性の信号が供給される。
【００６１】
　しかしながら図５に示す方式では、グレイ表示などでは縦クロストークの発生はなかっ
たが、黄色等のカラー表示で縦クロストークが発生した。この原因は次のように考えられ
る。例えば、黄色表示をする場合には、赤色表示画素ＰＸＲには白表示に対応する信号を
供給し、緑色表示画素ＰＸＧには白表示に対応する信号を供給し、青色表示画素ＰＸＢに
は黒表示に対応する信号を供給する。
【００６２】
　このときに、例えば信号線Ｓａに供給される電位は保持期間に、正極性の黒表示に対応
する電位から負極性の白表示に対応する電位に変化し、再び正極性の黒表示に対応する電
位に変化する。すると、正極性の信号電位は常に黒電位、負極性の信号電位は常に白電位
となり、信号線Ｓａの電位の直流（ＤＣ）成分平均が０でなくなる。これにより、画素ス
イッチＳＷ０のソース電極とドレイン電極との間に生じる容量Ｃｓｄを介したカップリン
グ電圧が、画素電極ＰＥに重畳されて画素電位が変動し、縦クロストークになったものと
考えられる。
【００６３】
　そこで、図６に示すように、２水平期間（１Ｈ）毎に画素電極ＰＥに供給する信号を反
転させる。ゲートドライバＧＤおよびソースドライバＳＤは、制御回路ＣＴＲによって制
御され、第１方向Ｄ１に並ぶ複数の表示画素ＰＸに供給する信号の極性を１表示画素ＰＸ
毎に反転するとともに、画素スイッチＳＷ０を介して一信号線Ｓから複数の表示画素ＰＸ
に供給する信号の極性を、共通の信号線Ｓに接続され、かつ、共通の信号線Ｓに沿って隣
接して並ぶ２以上の表示画素ＰＸ毎に反転するように構成されている。
【００６４】
　すなわち、同一信号線Ｓに接続された画素電極ＰＥに供給される信号の極性を1行ごと
に、正極（＋）、負極（－）、負極（－）、正極（＋）、正極（＋）、負極（－）、負極
（－）、正極（＋）、とする方式である。
【００６５】
　この方式で黄色表示をした場合、信号線Ｓａの電位は保持期間に、正極性の黒表示に対
応した電位から負極性の白表示に対応した電位に変化し、さらに、負極性の黒表示に対応
した電位へと変化し、正極性の白表示に対応した電位へと変化する。
【００６６】
　ここで赤色表示画素ＰＸＲに注目すると、正極性の白表示に対応した電位と負極性の白
表示に対応した電位とが供給されることにより電位の直流（ＤＣ）成分が相殺される。同
様に、青色表示画素ＰＸＢに注目すると、正極性の黒表示に対応した電位と負極性の黒表
示に対応した電位とが供給されることにより電位の直流（ＤＣ）成分が相殺される。この
結果として、トータルでの信号線電位の直流平均が0になり、縦クロストークが改善され
る。
【００６７】
　このような色表示での縦クロストーク改善の効果は、一つの信号線Ｓに繋がる表示画素
ＰＸの極性が、各色別に見たときに正負相殺されていれば、得ることができる。従って、
３水平期間（３Ｈ）毎、４水平期間（４Ｈ）毎、…に反転する方式でも同様の効果は得ら
れる。
【００６８】
　しかしながら、３水平期間（３Ｈ）毎以上の反転では特に対向電極電位がずれた場合な
どに荒いピッチの明暗の横縞模様が見える場合があるため、２水平期間（２Ｈ）毎の反転
方式がより好ましい。
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【００６９】
　次に、本実施形態に係る表示装置のおけるＣＣＤＩ駆動について説明する。ＣＣＤＩ駆
動においては、画素電極ＰＥに供給する信号は列（カラム）毎に極性が異なるため、先に
も述べたように、共通の走査線Ｇによって選択される表示画素ＰＸについて、補助容量Ｃ
ｓｔの接続先を、紙面に向かって画素電極ＰＥの上側の補助容量線Ｃｓと下側の補助容量
線Ｃｓとに分配する必要がある。
【００７０】
　例えば、図７に示すように、画素スイッチＳＷ０を介して共通の信号線Ｓに接続された
画素電極ＰＥを、奇数列と偶数列で分けて、例えば奇数列（Ｓ１、Ｓ３、Ｓ５、…）は画
素電極ＰＥの下側に配置された補助容量線Ｃｓに接続し、偶数列（Ｓ２、Ｓ４、Ｓ６、…
）は画素電極ＰＥの上側に配置された補助容量線Ｃｓに接続するという方法がとられる。
【００７１】
　この場合、図６に示すように２水平周期毎の極性反転に適用すると、補助容量電位の制
御波形が複雑になり、ＣｓドライバＣｓＤでの駆動が難しくなる。これを以下に説明する
。図７に示すように補助容量Ｃｓｔを配置したときの、走査線Ｇおよび補助容量線Ｃｓの
駆動波形を図８に示す。走査線Ｇは、ゲートドライバＧＤにより、１水平期間（１Ｈ）毎
にＧ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、…の順に選択され、それに応じて該当する行の表示画素ＰＸ
の画素電極ＰＥに、ソースドライバＳＤから出力された映像信号が書き込まれる。
【００７２】
　画素電極ＰＥへのカップリング電圧の重畳は、補助容量電位Ｖｃを制御することにより
行われる。図７に示すように、画素電極ＰＥへの信号書き込みが行われているタイミング
の、補助容量電位（Ｖｃ１またはＶｃ２）から、画素電極ＰＥにソース電位が保持される
保持期間の補助容量電位（Ｖｃ０）への変化に対応したカップリング電圧が印加される。
【００７３】
　例えば走査線Ｇｂ－４により選択される表示画素ＰＸの行であって、Ｓａ－２により映
像信号が供給される赤色表示画素ＰＸＲには正極性の映像信号が書込まれる。この赤色表
示画素ＰＸＲの補助容量Ｃｓｔは、紙面に向かって下側の補助容量線Ｃｓｋ－４に接続さ
れ、画素電極ＰＥには補助容量線Ｃｓｋ－４からカップリング電圧が印加される。
【００７４】
　図８に示すように、走査線Ｇｂ－４が選択されているタイミングの、補助容量線Ｃｓｋ
－４の電位はＶｃ２であり、画素電極ＰＥにソース電位が保持される保持期間における、
補助容量線Ｃｓｋ－４電位はＶｃ０であるため、画素電極ＰＥには電位Ｖｃ０と電位Ｖｃ
２との差の大きさに対応した正のカップリング電圧が重畳される。
【００７５】
　同様に、走査線Ｇｂ－４により選択される表示画素ＰＸであって、信号線Ｓａ－１によ
り映像信号が供給される緑色表示画素ＰＸＧには負極性の映像信号が書込まれる。この緑
色表示画素ＰＸＧの補助容量Ｃｓｔは、紙面に向かって上側に配置された補助容量線Ｃｓ
ｋ－５に接続され、画素電極ＰＥには補助容量線Ｃｓｋ－５からカップリング電圧が印加
される。
【００７６】
　走査線Ｇｂ－４が選択されているタイミングの補助容量線Ｃｓｋ－５の電位はＶｃ１で
あり、画素電極ＰＥにソース電位が保持される保持期間の、補助容量線Ｃｓｋ－５の電位
はＶｃ０である。したがって、画素電極ＰＥには、電位Ｖｃ０と電位Ｖｃ１との差に対応
した負のカップリング電圧が重畳される。
【００７７】
　このように、画素電極ＰＥに供給される映像信号の極性と、同じ極性のカップリング電
圧が画素電極ＰＥに印加されるため、画素保持電圧振幅増大を実現することができる。
【００７８】
　すなわち、所望の振幅増大効果を得るためには、各行の走査線Ｇが選択されているタイ
ミングにおいて、その走査線Ｇにより選択される表示画素ＰＸの行内の、正極性の信号が
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供給される画素電極ＰＥとの間の補助容量Ｃｓｔを介して接続される補助容量線Ｃｓの電
位は電位Ｖｃ２とし、負極性の信号が供給される画素電極ＰＥとの間の補助容量Ｃｓｔを
介して接続される補助容量線Ｃｓの電位は電位Ｖｃ１と設定しておくべきである。上記の
ように各補助容量線Ｃｓの電位を設定すると、図８に示すような補助容量線電位波形とな
る。
【００７９】
　しかし、図８に示すような補助容量線電位波形は、Ｃｓｋ－５、Ｃｓｋ－３、Ｃｓｋ－
１、…は補助容量線電位が３値（Ｖｃ０、Ｖｃ１、Ｖｃ２）で変化するのに対し、Ｃｓｋ
－４、Ｃｓｋ－２、Ｃｓｋ、…は補助容量線電位が２値で変化し、その駆動波形は偶数番
目の補助容量線Ｃｓと奇数番目の補助容量線Ｃｓで全く異なったものになってしまう。
【００８０】
　この波形では、偶数番目の補助容量線Ｃｓと、奇数番目の補助容量線Ｃｓとで異なった
駆動制御をする必要があるため、ＣｓドライバＣｓＤの回路が複雑化し、コスト上昇、お
よび額縁面積増大につながることがある。
【００８１】
　また、補助容量線Ｃｓｋ－５、Ｃｓｋ－３、Ｃｓｋ－１、…は、１段階目から２段階目
に移行する際に、電位Ｖｃ１から電位Ｖｃ２、または、電位Ｖｃ２から電位Ｖｃ１に電位
を変化させる必要があり、補助容量線Ｃｓの時定数が大きいと２段階目の１水平期間（１
Ｈ）内に電位が安定化しないことがある。その場合、電位を変化させる必要がないＣｓｋ
－４、Ｃｓｋ－２、Ｃｓｋ、…との間で補助容量線電位に差が生じ、横スジ等の表示不良
が出ることがある。
【００８２】
　そこで、本実施形態に係る液晶表示装置においては、図９に示すような補助容量Ｃｓｔ
を配置した。すなわち、各補助容量線Ｃｓについて、補助容量Ｃｓｔを介して接続される
画素電極ＰＥに供給される信号の極性が統一されている。したがって、各共通の信号線Ｓ
から映像信号が供給される画素電極ＰＥを備える表示画素ＰＸであっても、補助容量Ｃｓ
ｔが接続される補助容量線Ｃｓは、紙面に向かって上側の補助容量線Ｃｓの場合と下側の
補助容量線Ｃｓの場合とが混在することになる。
【００８３】
　例えば、走査線Ｇｂ－４により選択される表示画素ＰＸの行において、正極性の映像信
号が書き込まれる画素電極ＰＥは、補助容量Ｃｓｔを介して、紙面に向かって下側に配置
された補助容量線Ｃｓｋ－４に接続される。
【００８４】
　また、走査線Ｇｂ－４により選択される表示画素ＰＸの行において、負極性の信号が書
き込まれる画素電極ＰＥは、補助容量Ｃｓｔを介して、紙面に向かって上側に配置された
補助容量線Ｃｓｋ－５に接続される。
【００８５】
　ここで、走査線Ｇｂ－３により選択される表示画素ＰＸの行において、補助容量Ｃｓｔ
を介して補助容量線Ｃｓｋ－４に、正極性の映像信号が書込まれる画素電極ＰＥを接続す
るためには、正極性の画素電極ＰＥは、補助容量Ｃｓｔを介して、紙面に向かって上側に
配置された補助容量線Ｃｓｋ－４に接続される。
【００８６】
　また、走査線Ｇｂ－３により選択される表示画素ＰＸの行において、負極性の信号が書
込まれる画素電極ＰＥは、補助容量Ｃｓｔを介して、紙面に向かって下側に配置された補
助容量線Ｃｓｋ－３に接続される。
【００８７】
　図９に示すように補助容量Ｃｓｔを配置した場合の、走査線Ｇおよび補助容量線Ｃｓの
駆動波形図を図１０に示す。図１０に示すように、走査線Ｇにより表示画素ＰＸが行毎に
選択されているタイミングにおいて、選択された表示画素ＰＸの行における、正極性の信
号が書込まれる画素電極ＰＥと接続される補助容量線Ｃｓの電位は電位Ｖｃ２に、負極性
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の信号が書込まれる画素電極ＰＥと接続される補助容量線Ｃｓの電位は電位Ｖｃ１に設定
される。
【００８８】
　図１０に示す補助容量線Ｃｓの駆動波形は、全ての補助容量線Ｃｓについて、その電位
が２値で変化している。例えば、補助容量線Ｃｓｋ－３に補助容量Ｃｓを介して接続され
る画素電極ＰＥに書込まれる信号の極性は、いずれも負極性である。
【００８９】
　したがって、いずれの画素電極ＰＥに対しても負側へのカップリング電圧を重畳する必
要があり、紙面に向かって上側に配置された走査線Ｇｂ－３が選択されているタイミング
も、紙面に向かって下側に配置された走査線Ｇｂ－２が選択されているタイミングも、補
助容量線Ｃｓｋ－３の電位を電位Ｖｃ１にしておく必要がある。
【００９０】
　なお、本実施形態に係る液晶表示装置では、映像信号の極性は走査線Ｇの２行毎に反転
する（４行周期）のに対し、補助容量線Ｃｓの電位変化パターンは１行おきの反転（２行
周期）となる。
【００９１】
　図１０に示すように補助容量線Ｃｓを駆動すると、補助容量線Ｃｓの駆動波形がすべて
２段階になり、しかもその周期が４行周期から２行周期となることでＣｓドライバＣｓＤ
の回路が簡単になり、コスト低減、額縁面積低減という効果が得られる。また、先に述べ
たような、補助容量線Ｃｓの電位収束不良に起因する横スジ等の表示不良もなくすること
ができる。
【００９２】
　次に、本実施形態に係る液晶表示装置における、選択回路ＭＰＸを用いた選択駆動につ
いて説明する。ソースドライバＳＤの１出力端子からの出力信号を複数の信号線Ｓに時分
割的に振り分ける駆動である。図１１に示す場合では、例えばソースドライバＳＤの６つ
の出力端子ＳＳ（ＳＳ０～ＳＳ５）から１８の信号線Ｓ１～Ｓ１８に出力信号を振り分け
ている。なお、図１１では、説明を容易にするため、信号線Ｓの数を１８本として記載し
ている。信号線Ｓの数は、解像度に応じて変更させる必要がある。
【００９３】
　図１１では、選択回路ＭＰＸは、同一種類の色表示画素であって、同一極性の信号が供
給される複数の表示画素ＰＸに、ソースドライバＳＤの一出力端子ＳＳからの出力信号を
振り分けるように構成されている。
【００９４】
　制御回路ＣＴＲは、１水平期間（１Ｈ）において、一出力端子ＳＳからの出力信号が振
り分けられる２以上の信号線Ｓのうちの少なくとも一方に、同一の信号が２回以上供給さ
れるようにソースドライバＳＤおよび選択回路ＭＰＸを制御する選択駆動制御手段（図示
せず）を備えている。
【００９５】
　同時に選択される信号線Ｓの組み合わせとして、同色同極性の信号線を選択する場合、
図１１に示すようにソースドライバＳＤから出力信号が振り分けられる。ここではソース
ドライバＳＤの１出力端子からの出力信号を、３本の信号線Ｓに振り分ける場合（３選択
方式）についての例を示してある。なお、図１１では、走査線Ｇ１～Ｇ１０は図示しない
が、行番号のみ示している。これに伴い、図１１では画素スイッチＳＷ０も簡略化して示
している。
【００９６】
　例えば、走査線Ｇ１により選択される表示画素ＰＸの行の１つに注目したとき、画素配
列は左側から順（信号線Ｓの昇順方向）に、正極性の赤色表示画素ＰＸＲ（Ｒ＋）、負極
性の緑色表示画素ＰＸＧ（Ｇ－）、正極性の青色表示画素ＰＸＢ（Ｂ＋）、負極性の赤色
表示画素ＰＸＲ（Ｒ－）、正極性の緑色表示画素ＰＸＧ（Ｇ＋）、負極性の青色表示画素
ＰＸＢ（Ｂ－）、正極性の赤色表示画素ＰＸＲ（Ｒ＋）、負極性の緑色表示画素ＰＸＧ（
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Ｇ－）…の周期配列となっていて、同色同極性の表示画素ＰＸは６画素おきに現れる。
【００９７】
　従って、図１１に示す場合、信号線Ｓ１、Ｓ７、Ｓ１３には、ソースドライバＳＤの出
力端子ＳＳ０からの出力信号が振り分けられる。信号線Ｓ２、Ｓ８、Ｓ１４にはソースド
ライバＳＤの出力端子ＳＳ１からの出力信号が振り分けられる。このように、６本おきの
信号線Ｓに、ソースドライバＳＤの１つの出力端子からの出力信号が振り分けられる。
【００９８】
　ここで、例えばソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ１からの出力は、第２スイッチＳＷ
２を介して信号線Ｓ２に接続され、第１スイッチＳＷ１を介して信号線Ｓ８に接続され、
第３スイッチＳＷ３を介して信号線Ｓ１３に接続されている。第１スイッチＳＷ１、第２
スイッチＳＷ２、および第３スイッチＳＷ３は、制御回路ＣＴＲからの制御信号ＡＳＷ１
、ＡＳＷ２、ＡＳＷ３によって、オン／オフの制御がされる。
【００９９】
　図１１に示す液晶表示装置の駆動方法について図１２を用いて説明する。図１２には、
走査線Ｇ１～Ｇ４により選択される表示画素ＰＸに映像信号を供給する駆動方法について
示している。図１２に示す駆動方法では、走査線Ｇにより選択される表示画素ＰＸの２行
ごとに極性反転をし、表示画素ＰＸの２行目、４行目、…が極性反転の最初の行に対応す
る。
【０１００】
　図１２に示すように、１水平期間（１Ｈ）において、まず第１スイッチＳＷ１、第２ス
イッチＳＷ２、および第３スイッチＳＷ３を同時にオンして、全ての信号線Ｓに映像信号
の書き込みを行う。次に、第１スイッチＳＷ１をオフして、その次に第２スイッチＳＷ２
をオフし、最後に第３スイッチＳＷ３をオフする。
【０１０１】
　各１水平期間（１Ｈ）において、対応する行の走査線Ｇに画素スイッチＳＷ０のオン電
圧が印加されており、ソースドライバＳＤから信号線Ｓに供給された映像信号は、画素ス
イッチＳＷ０を介して画素電極ＰＥに書き込まれる。これにより各画素電極ＰＥには図１
０に示したような色と極性との映像信号が保持されることになる。
【０１０２】
　このような液晶表示装置を駆動することにより、隣接する信号線Ｓに接続された画素ス
イッチＳＷ０が切り替えられるときに、画素電極ＰＥと信号線Ｓとの間に生じる寄生容量
の影響を除去することができる。このことにより、画素電極ＰＥの保持電位が変化するこ
とによる表示品位の低下を改善できる。
【０１０３】
　例えば、走査線Ｇ１により選択される表示画素ＰＸの行において、画素スイッチＳＷ０
を介して信号線Ｓ１に接続された赤色表示画素ＰＸＲと、画素スイッチＳＷ０を介して信
号線Ｓ２に接続された緑色表示画素ＰＸＧと、画素スイッチＳＷ０を介して信号線Ｓ３に
接続された青色表示画素ＰＸＢとに注目する。
【０１０４】
　まず、１水平期間（１Ｈ（Ｇ１））の最初のタイミングにおいて、第１スイッチＳＷ１
～～第３スイッチＳＷ３が導通する。このとき、信号線Ｓ１に映像信号Ｒ＋が供給され、
画素スイッチＳＷ０を介して画素電極ＰＥに映像信号Ｒ＋が書込まれる。また、信号線Ｓ
２に映像信号Ｇ－が供給され、画素スイッチＳＷ０を介して緑色表示画素ＰＸＧの画素電
極ＰＥに映像信号Ｇ－が書込まれる。
【０１０５】
　なお、一旦信号線Ｓに書き込みが行われると、次にその信号線Ｓが選択されるまでは書
き込まれた信号が保持される。図１２中で例えば（Ｇ＋）、（Ｒ－）などと括弧付で示し
てあるのが、保持されている信号電位を表わす。
【０１０６】
　１水平期間（１Ｈ（Ｇ１））の次のタイミングでは、第１スイッチＳＷ１はオフされ、
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第２スイッチＳＷ２および第３スイッチＳＷ３がオンされる。したがって、赤色表示画素
ＰＸＲの画素電極ＰＥには、映像信号（Ｒ＋）が保持される。また、信号線Ｓ２には、映
像信号（Ｇ－）が再び供給され、画素スイッチＳＷ０を介して緑色表示画素ＰＸＧの画素
電極ＰＥに映像信号（Ｇ－）が書込まれる。信号線Ｓ３には、映像信号（Ｂ＋）が供給さ
れ、画素スイッチＳＷ０を介して、青色表示画素ＰＸＢの画素電極ＰＥに映像信号（Ｂ＋
）が書込まれる。
【０１０７】
　ここで、信号線ＳがソースドライバＳＤの出力端子ＳＳから切り離されている状態（フ
ローティング状態）で、隣接する信号線Ｓの電位が変動すると、隣接する信号線Ｓとの間
に生じる寄生容量（カップリング）の変化により、フローティング状態の信号線Ｓの電位
が変動する。
【０１０８】
　しかし、本実施形態では、信号線Ｓ１の電位は保持され、信号線Ｓ１に隣接する信号線
Ｓ２には再び映像信号（Ｇ－）が書込まれている。信号線Ｓ２には前回と同じ信号が書込
まれていて、信号線Ｓ２の電位が変化することがないため、信号線Ｓ１と信号線Ｓ２との
間に生じるカップリングが変化しない。
【０１０９】
　同様に、１水平期間（１Ｈ（Ｇ１））の最後のタイミングでは、第１スイッチＳＷ１お
よび第２スイッチＳＷ２はオフされ、第３スイッチＳＷ３がオンされる。したがって、緑
色表示画素ＰＸＧの画素電極ＰＥには、映像信号（Ｇ－）が保持される。また、信号線Ｓ
２には、映像信号（Ｂ＋）が供給され、画素スイッチＳＷ０を介して青色表示画素ＰＸＢ
の画素電極ＰＥに映像信号（Ｂ＋）が書込まれる。
【０１１０】
　ここで、信号線Ｓ２の電位は保持され、信号線Ｓ２に隣接する信号線Ｓ３には再び映像
信号（Ｂ＋）が書込まれている。しかし、信号線Ｓ３には前回と同じ信号が書込まれてい
て、信号線Ｓ３の電位が変化することがないため、信号線Ｓ２と信号線Ｓ３との間に生じ
るカップリングが変化しない。
【０１１１】
　さらに、走査線Ｇ１が選択される１水平期間（１Ｈ（Ｇ１））と、走査線Ｇ２が選択さ
れる１水平期間（１Ｈ（Ｇ２））とでは、信号線Ｓに供給する信号の極性が反転する。こ
のように信号の極性が反転するタイミングでは、信号線Ｓの時定数が大きい場合には、信
号線Ｓに信号を書込む時間が長くなる。
【０１１２】
　しかし、上記のように、信号線Ｓに、複数回、映像信号を書込むことによって、信号線
Ｓへの信号書き込み不足を改善することができ、良好な表示品位の液晶表示装置を得るこ
とができる。
【０１１３】
　ここで、例えば、１水平期間において、最初に第１スイッチＳＷ１を導通させ、次に第
１スイッチＳＷ１を非導通とするとともに第２スイッチＳＷ２を導通させ、さらに次に第
２スイッチＳＷ２を非導通とするとともに第３スイッチＳＷ３を導通させる場合について
検討する。
【０１１４】
　例えば１水平期間（１Ｈ（Ｇ１））の最初に第１スイッチＳＷ１が導通するときに、信
号線Ｓ１、Ｓ９、Ｓ１４には、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ０、ＳＳ１、ＳＳ２か
らの出力信号が書込まれる。
【０１１５】
　その次に、第２スイッチＳＷ２が導通すると、信号線Ｓ２、Ｓ７、Ｓ１５には、ソース
ドライバＳＤの出力端子ＳＳ０、ＳＳ１、ＳＳ２からの出力信号が書込まれる。
【０１１６】
　信号線ＳがソースドライバＳＤの出力端子ＳＳから切り離されている状態（フローティ
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ング状態）で、隣接する信号線Ｓの電位が変動すると、カップリングによりフローティン
グ状態の信号線Ｓの電位が変動する。例えば１水平期間（１Ｈ（Ｇ３））で映像信号Ｇ＋
の信号が書き込まれる信号線Ｓ２、Ｓ８、Ｓ１４に注目する。
【０１１７】
　信号線Ｓ８については、当該１水平期間（１Ｈ（Ｇ３））の最後のタイミングで、第３
スイッチＳＷ３が導通し、映像信号Ｇ＋が書き込まれるため、その後にカップリングを受
けることはない。
【０１１８】
　しかし、信号線Ｓ２に関しては、第２スイッチＳＷ２が導通して映像信号Ｇ＋が書き込
まれた後に第３スイッチＳＷ３が導通して、隣に配置された信号線Ｓ３の電位が変化する
。この信号線Ｓ３の電位変化により、信号線Ｓ２と信号線Ｓ３との間のカップリングが変
化し、信号線Ｓ２の電位が変動する。
【０１１９】
　また、信号線Ｓ１４に関しては、第１スイッチＳＷ１が導通して映像信号Ｇ＋が書込ま
れた後に第２スイッチＳＷ２が導通して、隣に配置された信号線Ｓ１５の電位が変化する
。この信号線Ｓ１５の電位変化により、信号線Ｓ１４と信号線Ｓ１５との間のカップリン
グが変化し、信号線Ｓ１４の電位が変化する。さらに、続いて第３スイッチＳＷ３が導通
して、もう一方の隣に配置された信号線Ｓ１３の電位が変化する。この信号線Ｓ１３の電
位変化により、信号線Ｓ１４と信号線Ｓ１３との間のカップリングが変化し、信号線Ｓ１
４の電位が再び変化する。
【０１２０】
　これらにより、信号線Ｓ２、Ｓ８、Ｓ１４に保持される信号電圧レベルがそれぞれ僅か
ずつ異なることになる。そのため、画素電極ＰＥに保持される画素電位も僅かずつことな
り、これが輝度の明暗のパターンとなって横スジや縦スジとして視認されることがある。
これは、グレイ表示を行っている場合にはそれほど問題にはならないが、黄色等の色表示
を行う場合に特に顕著に現れる。
【０１２１】
　これに対し、図１２に示すように液晶表示装置を駆動すると、画素電極ＰＥに保持され
る電圧が、隣接する信号線Ｓの電位変化の影響を受けず、良好な表示品位の液晶表示装置
を得ることができる。
【０１２２】
　上記のように、本実施形態に係る液晶表示装置によれば、良好な表示品位の液晶表示装
置およびその駆動方法であって、低消費電力化、狭額縁化を実現するデルタ配列を採用し
た液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法を提供することができる。
【０１２３】
　本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法について図面
を参照して以下に説明する。なお、本実施形態に係る液晶表示装置において、上述の第１
実施形態に係る液晶表示装置と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略す
る。
【０１２４】
　本実施形態に係る液晶表示装置において、液晶層は、例えば、ノーマリホワイトの表示
動作のために、予めスプレイ配向からベンド配向に転移されるＯＣＢモード液晶を液晶材
料として含む。本実施形態では、液晶のベンド配向からスプレイ配向への逆転移は、周期
的に高電圧、例えば非映像信号として黒表示に対応した駆動電圧（以下、黒挿入電圧と言
う）を液晶層に印加することにより阻止される。
【０１２５】
　また、制御回路ＣＴＲは、電源投入時に対向電圧Ｖｃｏｍを変化させて比較的大きな駆
動電圧を液晶層に印加することにより液晶分子をスプレイ配向からベンド配向に転移させ
る初期化処理を行うように構成されている。
【０１２６】
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　本実施形態に係る液晶表示装置は、図１３に示すように、ソースドライバＳＤの出力端
子ＳＳ０～ＳＳ５と、信号線Ｓとの組合せが上記第１実施形態に係る液晶表示装置と異な
っている。
【０１２７】
　選択回路ＭＰＸは、複数種類の色表示画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢの同一極性の信号が
供給される表示画素ＰＸに、一出力端子ＳＳからの出力信号を振り分けるように構成され
ている。
【０１２８】
　制御回路ＣＴＲは、１水平期間（１Ｈ）の第１期間において表示画素ＰＸにリセット信
号を振り分けるとともに、１水平期間（１Ｈ）の第２期間において表示画素ＰＸに映像信
号を供給するようにソースドライバＳＤおよび選択回路ＭＰＸを制御する選択駆動制御手
段（図示せず）を備えている。
【０１２９】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、同極性の赤色表示画素ＰＸＲ、緑色表示画素ＰＸ
Ｇ、青色表示画素ＰＸＢに対応する３本の信号線Ｓをセットで選択している。例えば、ソ
ースドライバＳＤの出力端子ＳＳ０からの出力信号は、信号線Ｓ１、Ｓ３、Ｓ５、に供給
され、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ１からの出力信号は、信号線Ｓ２、Ｓ４、Ｓ６
に供給され、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ２からの出力信号は、信号線Ｓ７、Ｓ９
、Ｓ１１に供給される。
【０１３０】
　例えば、走査線Ｇ２により表示画素ＰＸが選択されるときには、ソースドライバＳＤの
出力端子ＳＳ０からの出力信号が、信号線Ｓ１、Ｓ３、Ｓ５、に振り分けられ、信号線Ｓ
１には緑色表示画素ＰＸＧへの負極性の映像信号（Ｇ－）、信号線Ｓ３には赤色表示画素
ＰＸＲへの負極性の映像信号（Ｒ－）、信号線Ｓ５には青色表示画素ＰＸＢへの負極性の
映像信号（Ｂ－）が供給される。
【０１３１】
　ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ１からの出力信号は、信号線Ｓ２、Ｓ４、Ｓ６、に
振り分けられ、信号線Ｓ２には青色表示画素ＰＸＢへの正極性の映像信号（Ｂ＋）、信号
線Ｓ４には緑色表示画素ＰＸＧへの正極性の映像信号（Ｇ＋）、信号線Ｓ６には赤色表示
画素ＰＸＲへの正極性の映像信号（Ｒ＋）が供給される。
【０１３２】
　ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ２からの出力信号は、信号線Ｓ７、Ｓ９、Ｓ１１、
に振り分けられ、信号線Ｓ７には緑色表示画素ＰＸＧへの負極性の映像信号（Ｇ－）、信
号線Ｓ９には赤色表示画素ＰＸＲへの負極性の映像信号（Ｒ－）、信号線Ｓ１１には青色
表示画素ＰＸＢへの負極性の映像信号（Ｂ－）が供給される。
【０１３３】
　上記のように、１水平期間において、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ０～ＳＳ５の
それぞれから出力される信号は、同極性の赤表示画素、緑表示画素、および青表示画素へ
の信号となっている。それぞれの出力端子から出力される信号は、２水平期間毎に極性が
反転する。
【０１３４】
　図１３に示すようにソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ０～ＳＳ５からの信号を信号線
Ｓに振り分ける場合の、液晶表示装置の駆動タイミングチャートを図１４に示す。図１４
に示すように、１水平期間の先頭のタイミングで、リセット信号を書き込んでいる。本実
施形態に係る液晶表示装置では、リセット信号は、黒表示に対応する信号である。
【０１３５】
　すなわち、１水平期間の先頭のタイミングで、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ
２および第３スイッチＳＷ３が同時に導通し、走査線Ｇにより選択された全ての表示画素
ＰＸにリセット信号が供給される。
【０１３６】
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　リセット信号の書き込み後に、ソースドライバＳＤの出力端子ＳＳ０～ＳＳ５のそれぞ
れから、赤色表示画素ＰＸＲへの映像信号（Ｒ＋またはＲ－）、緑色表示画素ＰＸＧへの
映像信号（Ｇ＋またはＧ－）、青色表示画素ＰＸＢへの映像信号（Ｂ＋またはＢ－）の順
に信号が出力される。一方で、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、および第３ス
イッチＳＷ３が導通する順番は、各水平期間において必ずしも同じではない。
【０１３７】
　上記の液晶表示装置を駆動した場合の信号線Ｓの電位変化について説明する。例えば、
１水平期間（１Ｈ（Ｇ２））に注目すると、図１４に示すように、最初に、第１スイッチ
ＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、および第３スイッチＳＷ３が同時に導通してソースドライ
バＳＤの出力端子ＳＳ０～ＳＳ５から対応する信号線Ｓにリセット信号Ｋ＋またはリセッ
ト信号Ｋ－が書き込まれる。
【０１３８】
　例えば出力端子ＳＳ０からは信号線Ｓ１、Ｓ３、Ｓ５に、リセット信号Ｋ－が書き込ま
れ、出力端子ＳＳ１からは信号線Ｓ２、Ｓ４、Ｓ６に、リセット信号Ｋ＋が書き込まれる
。次に、第３スイッチＳＷ３が導通して、対応する信号線Ｓ３、Ｓ６、…が選択状態にな
る。このときは、出力端子ＳＳ０から、赤表示画素ＰＥＲに供給する負極性の映像信号（
Ｒ－）が信号線Ｓ３に書込まれ、出力端子ＳＳ１から、赤色表示画素ＰＸＲに供給する正
極性の映像信号（Ｒ＋）が信号線Ｓ６に書込まれる。
【０１３９】
　次に、第１スイッチＳＷ１が導通して、対応する信号線Ｓ１、Ｓ４、…が選択状態にな
る。このときは、出力端子ＳＳ０から、緑色表示画素ＰＸＧに供給する負極性の映像信号
（Ｇ－）が信号線Ｓ１に書込まれ、出力端子ＳＳ１から、緑色表示画素ＰＸＧに供給する
正極性の映像信号（Ｇ＋）が信号線Ｓ４に書込まれる。
【０１４０】
　最後に、第２スイッチＳＷ２が導通して、対応する信号線Ｓ２、Ｓ５、…が選択状態に
なる。このときは、出力端子ＳＳ０から、青色表示画素ＰＸＢに供給する負極性の映像信
号（Ｂ－）が信号線Ｓ５に書込まれ、出力端子ＳＳ１から、青色表示画素ＰＸＢに供給す
る正極性の映像信号（Ｂ＋）が信号線Ｓ２に書込まれる。
【０１４１】
　１水平期間（１Ｈ（Ｇ２））では走査線Ｇ２がオン電圧Ｖｇｏｎとなっているため、走
査線Ｇ２により選択された表示画素ＰＸには、図１３に示すように、所望の色と極性との
映像信号が書込まれる。他の１水平期間においても、同様に、表示画素ＰＸに映像信号が
供給される。なお、図１４では、走査線Ｇ１～Ｇ４にオン電圧Ｖｇｏｎが供給される期間
の一部を示しているが、図示しない期間も図１４に示す場合と同様に駆動される。
【０１４２】
　この図において、ある信号線Ｓに映像信号およびリセット信号の書き込みを行って電位
が変動したときに、隣接して配置された表示画素ＰＸの液晶容量にカップリングの影響が
及ぶ箇所を矢印で示す。なお、図１４に記載した矢印は、信号線Ｓの電位が変化するタイ
ミングにおいて、電位が変化する信号線Ｓから、その信号線Ｓの電位変化によって影響を
受ける信号線Ｓ側に向かって延びている。
【０１４３】
　例えば、１水平期間（１Ｈ（Ｇ２））期間で第２スイッチＳＷ２のみが選択されるとき
に信号線Ｓ２に書き込みが行われて、信号線Ｓ２の電位が、正極性のリセット信号Ｋ＋か
ら、正極性の青表示に対応する映像信号Ｂ＋へと変動する。このとき、隣接する信号線Ｓ
１および信号線Ｓ３にカップリングの影響を及ぼすので、これを矢印で示してある。
【０１４４】
　但し、カップリングが生じても１Ｈ期間内で再度その列に書き込みが行われる場合は、
カップリングの影響は打ち消されるので表示していない。例えば、１水平期間（１Ｈ（Ｇ
２））期間で第３スイッチＳＷ３のみが選択されるときに、信号線Ｓ３に書き込みが行わ
れて、信号線Ｓ３の電位が負極性のリセット信号Ｋ－から、負極性の赤表示に対応する映
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像信号Ｒ－へと変動する。
【０１４５】
　隣接する信号線Ｓ２および信号線Ｓ４にカップリングの影響を及ぼすが、その後、信号
線Ｓ２には、第２スイッチＳＷ２が選択されるときに正極性の青表示に対応する映像信号
Ｂ＋が書き込まれ、信号線Ｓ４には、第１スイッチＳＷ１が選択されるときに負極性の緑
表示に対応する映像信号Ｇ－が書き込まれる。そのため、信号線Ｓ３の電位の変化による
カップリングの影響はなくなってしまう。
【０１４６】
　上記のように、信号線Ｓがカップリングをうけて電位が僅かにシフトすると、該当する
行の画素電極ＰＥにもその電圧が書き込まれ、最終的に各画素電極ＰＥに保持されること
になる。
【０１４７】
　図１３に示すように、画素電極ＰＥに信号を書込む場合、各信号線Ｓがどのようなカッ
プリングを受けるか検討すると、全ての１Ｈ期間、全ての信号線Ｓにおいて以下のように
なっていることがわかる。
【０１４８】
　すなわち、正極性の赤表示に対応する映像信号Ｒ＋が書込まれた信号線Ｓは、負極性の
リセット信号Ｋ－から、負極性の緑表示に対応する映像信号Ｇ－への電位変化、および、
負極性のリセット信号Ｋ－から、負極性の青表示に対応する映像信号Ｂ－への電位変化の
影響を受ける。
【０１４９】
　負極性の赤表示に対応する映像信号Ｒ－が書込まれた信号線Ｓは、正極性のリセット信
号Ｋ＋から、正極性の緑表示に対応する映像信号Ｇ＋への電位変化、および、正極性のリ
セット信号Ｋ＋から、正極性の青表示に対応する映像信号Ｂ＋への電位変化の影響を受け
る。
【０１５０】
　正極性の緑表示に対応する映像信号Ｇ＋が書込まれた信号線Ｓは、負極性のリセット信
号Ｋ－から、負極性の青表示に対応する映像信号Ｂ－への電位変化の影響を受ける。
【０１５１】
　負極性の緑表示に対応する映像信号Ｇ－が書込まれた信号線Ｓは、正極性のリセット信
号Ｋ＋から、正極性の青表示に対応する映像信号Ｂ＋への電位変化の影響を受ける。
【０１５２】
　正極性の青表示に対応する映像信号Ｂ＋が書込まれた信号線Ｓは、隣接する信号線Ｓの
電位変化の影響を受けない。負極性の青表示に対応する映像信号Ｂ－は、隣接する信号線
Ｓの電位変化の影響を受けない。
【０１５３】
　上記のように、同極性であって同色表示に対応する信号が書込まれる映像信号は、影響
を受ける電位変化が共通である。
【０１５４】
　なお、画素電極ＰＥに供給される信号が１フレーム毎に極性反転される場合、例えば、
正極性の赤表示に対応する信号の書き込みと、負極性の赤表示に対応する信号の書き込み
とは、１フレーム期間毎に行われる。すなわち、全ての赤表示に対応する映像信号書き込
まれた信号線Ｓおよび画素電極ＰＥに対して、影響する電位変化は平均化される。
【０１５５】
　よって、ベタ表示をする場合には、仮に隣接する信号線Ｓの電位変化の影響で保持電位
が微小にシフトしたとしても、そのシフト量は全画面で一定のため、縦スジ、横スジ等の
不具合が生じることはなく、均一な表示を得ることができる。これはグレイ、単色（赤、
青、緑）表示だけでなく黄色、シアン、マゼンタ等全ての表示においても同様である。
【０１５６】
　上記のような効果が得られるのは、各水平期間（１Ｈ）での信号書き込みの順序が、正
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極性のリセット信号Ｋ＋、赤表示に対応する映像信号Ｒ＋、緑表示に対応する映像信号Ｇ
＋、青表示に対応する映像信号Ｂ＋の順、あるいは、負極性のリセット信号Ｋ－赤表示に
対応する映像信号Ｒ－、緑表示に対応する映像信号Ｇ－、青表示に対応する映像信号Ｂ－
の順で一貫しているからである。
【０１５７】
　なお、図１３に示す場合、ソースドライバＳＤの１出力端子ＳＳから信号が振り分けら
れる信号線Ｓのセットは、同極性の赤表示に対応する映像信号Ｒ、緑表示に対応する映像
信号Ｇ、青表示に対応する映像信号Ｂとしたが、それ以外にも、例えば隣接する３つの信
号線Ｓをセットにしてもよい。
【０１５８】
　その場合には、１水平期間において、ソースドライバＳＤの１出力端子ＳＳから出力さ
れる信号の極性が統一されず、信号線Ｓの時定数が大きい場合には、信号線Ｓへの信号書
き込み不足となることがある。また、ソースドライバＳＤからの出力信号の極性を頻繁に
反転させなければならず、消費電力量が増大することがある。
【０１５９】
　また、本実施形態では、１水平期間内で、同極性の赤表示に対応する映像信号Ｒ、緑表
示に対応する映像信号Ｇ、青表示に対応する映像信号Ｂの順で、ソースドライバＳＤから
出力する場合について説明したが、他の順序、例えば同極性の緑表示に対応する映像信号
Ｇ、赤表示に対応する映像信号Ｒ、青表示に対応する映像信号Ｂ、あるいは、同極性の青
表示に対応する映像信号Ｂ、緑表示に対応する映像信号Ｇ、赤表示に対応する映像信号Ｒ
などであってもかまわない。
【０１６０】
　また、リセット信号Ｋ＋、Ｋ－は、それぞれ全画面で一定の信号であればどのような電
圧であってもかまわない。本実施形態では、リセット信号Ｋ＋、Ｋ－は、黒表示に対応す
る電圧であったが、例えば白表示に対応する電圧であってもかまわない。
【０１６１】
　また、本実施形態では、リセット信号Ｋ＋、Ｋ－は、赤色表示画素ＰＸＲ、緑色表示画
素ＰＸＧ、青色表示画素ＰＸＢの違いに関わらず一定電圧としたが、リセット信号Ｋ＋、
Ｋ－は色表示画素毎に異なる電圧としてもよい。
【０１６２】
　例えば、リセット信号を書き込む期間をさらに３分割し、それぞれの期間で僅かにソー
スドライバ出力電圧値を変えることで、赤色表示画素ＰＸＲ、緑色表示画素ＰＸＧ、青色
表示画素ＰＸＢそれぞれに接続された信号線Ｓに対して僅かに異なったリセット電圧Ｋ＋
、Ｋ－を書き込むこともできる。これらの場合も、上記の実施形態に係る液晶表示装置お
よび液晶表示装置の駆動方法と同様に、縦スジ、横スジ等のない均一表示が得られる。
【０１６３】
　ところで液晶表示装置の駆動方法として、黒挿入駆動が知られている。これは１フレー
ム期間中にある比率で黒表示を挿入して、動画視認性を改善しようとするものである。黒
挿入駆動を行うためには例えばＯＣＢ液晶のように高速応答が可能な液晶を使用すること
が多いが、ＯＣＢモード液晶の場合には逆転移防止という意味においてもこの黒挿入駆動
が適していることが知られている。
【０１６４】
　黒挿入駆動においては、１フレーム期間内に黒表示に対応した信号と映像信号との２回
の信号書き込みを行う必要がある。図１４に示す駆動タイミングは、この黒挿入駆動に非
常に適したものになっている。
【０１６５】
　すなわち、１水平期間を第１期間（リセット信号Ｋ＋、Ｋ－書き込み）と第１期間に続
く第２期間（映像信号Ｒ±、Ｇ±、Ｂ±書き込み）とに分割し、リセット信号Ｋ＋、Ｋ－
を黒挿入信号とすることにより、黒挿入駆動を実現することができる。
【０１６６】
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　図１５に、走査線Ｇの電位もあわせたタイミングチャートを示す。１水平期間の第１期
間、すなわち、リセット信号Ｋ＋またはリセット信号Ｋ－に対応する期間のみを用いてＧ
Ｎ＋１～ＧＮ＋６行に黒信号書き込み走査を行い、１水平期間の第２期間、すなわち、映
像信号Ｒ±、Ｇ±、Ｂ±に対応する期間のみを用いて、Ｇ１～Ｇ６…行に映像信号書き込
み走査を行っている。
【０１６７】
　以上のように、図１４に示す駆動タイミングは、黒挿入駆動と組み合わせることが可能
であり、これにより動画視認性が向上できるという利点が得られる。
【０１６８】
　上記のように、本実施形態に係る液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法によれば
、上述の第１実施形態に係る液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法と同様の効果が
得られるとともに、さらに動画視認性を向上させることが可能である。
【０１６９】
　なお、この発明は、上記実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階では
その要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【０１７０】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【０１７１】
　ＰＸ…表示画素、ＤＹＰ…表示部、ＰＮＬ…液晶表示パネル、ＣＴＲ…制御回路、ＰＥ
…画素電極、Ｄ１…第１方向、Ｄ２…第２方向、Ｇ１～Ｇｍ…走査線、ＧＤ…ゲートドラ
イバ、Ｓ１～Ｓｎ…信号線、ＳＤ…ソースドライバ、ＳＷ０…画素スイッチ。

【図１】 【図２】
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【図１４】 【図１５】
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